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地域医療支援病院・救命救急センター 

地域周産期母子医療センター 

災害拠点病院・災害拠点精神科病院 

滋賀県地域がん診療連携支援病院 

滋賀県基幹原子力災害拠点病院 

長浜赤十字病院  地域医療連携課 

〒５２６－８５８５ 滋賀県長浜市宮前町１４－７ 

ＴＥＬ ０７４９－６８－３３１４   

ＦＡＸ ０７４９－６８－３３１５ 

秋暑の候､貴院におかれましてはますますご清栄のことと存じます。 

平素より当院の地域連携に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

 

 

 

 

着任のご挨拶 

産婦人科 

平川 安佳里 

 

 

2026 年 8月より産婦人科に赴任いたしました、医師 5年目の平川安佳里と申します。 

地元大阪の北野病院で初期研修を修了した後、京都大学病院、京都の弥栄病院を経て当院に参り

ました。患者様、皆様に安心して信頼していただける診療ができるよう、日々精進してまいりま

す。ご指導ご鞭撻の程何卒よろしくお願い申し上げます。 

心不全研修会のご案内 
 心不全診療の質の向上および地域における心不全患者の再入院予防を目的として 

医療機関様向けの研修会を開催いたします。 

心不全患者さんの再入院予防に向け、地域連携をさらに進めてまいります。 

研修会の詳細や栄養指導の方法については、随時ご案内いたします。 
 
テーマ 

「心不全診療に関する最新治療と多職種連携の意義について」 
 
■ 内容（予定） 
１．心不全診療に関する最新治療 
２．再入院予防に向けた多職種連携 
 
■ 開催時期 
2026 年 10月 28日（水）1７時から（60分程度） 
 
■ 講師 
髙山幸一郎（循環器内科部長）/藤居亜喜文（心不全看護認定看護師） 
 
■ 開催方法 
対面 / リモート（オンデマンド配信は不可となります） 
場所 長浜赤十字病院本館 5階 大会議室 
WEB での参加ご希望の方には、後日 ID・パスコードをお知らせいたします。 
 
■ 問い合わせ 
地域医療連携課 TEL：０７４９－６８－３３１４    担当：赤尾 

お申し込みはこちら 



 

 

 

 

 

 

  

熊本地震 DMAT 派遣活動報告 
 

私は、令和8年 7月 28日に発災した熊本地震に伴い、DMAT（災害派遣医療チーム）コーディネ

ーションチームの一員として派遣されました。派遣期間は 7月 29日から8月 4 日までの 7日間で、

熊本県央南活動拠点本部（済生会熊本病院内）において、本部活動（病院支援班）の業務を担当しまし

た。病院支援班では、被災地域の医療機関の被害状況や診療継続状況、患者受入能力などの情報を収

集・整理し、DMAT本部や行政機関、関係医療機関との情報共有および支援調整を行いました。災害

発生直後は情報が錯綜し、医療機関の状況も刻々と変化するため、正確な情報を迅速に把握し、必要な

支援へと結び付けることが重要な役割となります。現地ではDMAT隊員をはじめ、行政機関、消防機

関、自衛隊、医療機関など多くの関係者が連携し、それぞれの専門性を発揮しながら被災地域の医療体

制維持に向けて活動していました。私は直接患者対応を行う立場ではありませんでしたが、医療機関

の状況把握や情報集約、支援調整といった業務を通じて、医療活動全体を支える重要な役割を担いま

した。特に、本部が適切に機能することで現場活動が円滑に進み、多くの患者や被災者への支援につな

がることを実感しました。災害時には目の前の活動だけでなく、全体を俯瞰しながら組織的に対応す

ることの重要性を改めて認識する機会となりました。今回の派遣を通じて最も強く感じたことは、災

害時における情報管理と関係機関との連携の重要性です。平時には当たり前に機能している通信手段

や医療体制も、大規模災害下では大きく変化します。そのような状況において、正確な情報を収集し共

有することが、被災地の医療を守る基盤になることを学びました。また、日頃からの訓練や関係機関と

の顔の見える関係づくりが、災害発生時の迅速な対応につながることを実感しました。 

今後は今回の貴重な経験を所属部署へ還元し、災害対応訓練や院内体制整備に積極的に関わってい

きたいと考えています。また、自身の災害医療に関する知識や調整能力をさらに向上させ、将来発生が

懸念される大規模災害においても地域医療を支える一員として貢献できるよう研鑽を重ねていきま

す。今回の派遣で得た学びと経験を今後の業務に活かし、地域医療と救急医療体制のさらなる充実に

努めていきたいと考えています。 

救急救命課 救急救命士 谷村仁志 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本DPAT 活動報告 
看護師 角川 和也 

この度、令和 8 年熊本地震におきまして被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

私は、本震災におきまして、災害派遣精神医療チーム：日本 DPAT（Disaster Psychiatric 

Team）の一員として、熊本県庁内に設置された、熊本県 DPAT 調整本部にて活動を行いました。

日本 DPAT とは、被災地での精神科医療の提供、精神保健活動への専門的支援、被災した医療機

関への専門的支援、支援者（地域の医療従事者、救急隊員、自治体職員等）への専門的支援等を行

う専門チームです。当院では、令和 5 年に DPAT を整備、令和 6年には滋賀県内初となる「災害

拠点精神科病院」に指定され、今回、初の実働派遣となりました。 

当院の救急車で陸路と海路を使用し、熊本県庁に到着後、調整本部での活動を任命され、被災地

から寄せられる情報の集約、派遣された DPAT の配置調整、関係機関との連絡調整等の本部運営

に従事いたしました。 

現地では、急性期は脱したもののまだまだ支援が必要な状況で、日々避難所、及び、避難者のア

セスメントを行うとともに、精神疾患を患った方だけでなく、避難所生活の長期化による不眠や不

安を訴えられる方の把握とその対応、病院が被災したことにより一時的に避難していた患者様の

戻り搬送の調整、被災直後から働き詰めの行政職員や医療従事者の心のケアの調整（支援者支援）

等、様々な問題や課題に対応し、移動を含め５日間という短い期間でしたが、後ろ髪を引かれる思

いで次の隊へ引き継いで活動を終えました。 

最後になりましたが、災害派遣におきましては、現場を守ってくださるスタッフがいるからこそ

成り立つものです。ご支援いただきましたすべての皆さまに感謝いたしますとともに、被災地の一

日も早い復旧・復興を心よりお祈りいたします。 

ＭＲＩの問診票が分かりにくいとのご指摘をいただき、表記を一部変更しております。今後は同封の問診

票をご使用いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

 


